9. 不定詞(2) ~An apple is something to eat.~

○　目標: タスクを通してTo不定詞を用いて様々なものを表現できるようになる。
○　対象: 中学２年生
○　語彙: something, eat, drink, write, play, visit, study, sport, subject, place 
○　文法: 不定詞・形容詞的用法
○　準備: 絵カード

＜タスクの進め方＞
○　Pre-task
1.  メインタスクで使う絵カードを用いて、生徒にグループ分けをさせながら導入をする。
2.  いくつかの表現を復唱し、定着を図る。
	An apple is something to eat.
Coffee is something to drink.
A pencil is something to write.
Soccer is a sport to play.
Math is a subject to study.
Kyoto is a place to visit.



○　Task
1.  生徒を４人グループにして、山札を中央に置く。
2.  生徒はカードを引き、カードの内容に合わせた表現を言う。
3.  他の生徒はその表現が正しいかどうかをチェックする。
	Appleの絵
A: Apples are something to eat.
B, C, D: Yes, apples are something to eat.



4.  制限時間を設け、タイマーがなったときに一番多くカードを引いて答えたグループが勝ち。
[bookmark: _GoBack]5.  ゲーム終了後、生徒に不定詞の形容詞的用法を用いて英文を書かせる。

＜ワンポイント・アドバイス＞
・生徒のレベルに合わせて、一人ひとりの発言に制限時間を設けたりする。

(Hiroki)


63

